2010年度(社)調布青年会議所
わんぱく相撲東京都大会第二回実行委員会
日時　　2010年3月2日　21時00分より
場所　　事務局2階
１開会宣言　　　　　　　　　　　榎本君
２JC宣言朗読並びに綱領唱和　　大前君
３理事長挨拶　　　　　　　　　理事長欠席の為かつあい
４実行委員長(予定者)挨拶　　　　川端君
５出席者確認
　出席者【出席：○・欠席：×・遅刻：△】
	○
	川端 宏志
	○
	原島 秀一
	△
	松永 和磨
	×
	小川 陽一

	△
	中村 陽一
	○
	小野 肇
	×
	大前 勝巳
	○
	後藤 和寛

	×
	山口 大輔
	×
	榎本 陽介
	×
	高橋 昇三
	×
	和田 勝幸

	×
	野崎 壮吉郎
	×
	渋川 潤
	×
	山本 征博
	
	

	×
	渡辺 弘樹
	×
	芝村 麻
	
	
	
	

	○
	新川 文康
	×
	高木 隆
	×
	菅 寛人
	×
	嵐 裕子

	○
	三ツ木 秀章
	×
	柴田 実久
	×
	伊藤 和隆
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	


６オブザーバー紹介
７資料確認
８セクレタリーの任命　　　　新川君
９議題　　
1． 前年度運営マニュアルについて
　　　　　川端実行委員長マニュアル説明
　　　　　　8P～は、進行部　10P～は、運営設営部
　　　　　　15P～21Pは、選手進行部　22Pは、記録部
　　　　　　次回精査していきたいと思います。　
2． 会場設営図について
　　　　　　川端実行委員長説明
　　　　　　　飛田給駅から歩道橋を通り会場に
　　　　　　　駅からの誘導について
　　　　　　　三鷹JC当日使用するので一緒にすればいいのでは？
　　　　　　　トイレについて　資料③・④
　　　　　　　駐輪場について　練習用土俵の脇に変更したらどうか？
　　　　　　　駐車場について　有料のものを使う
　　　　　　　ドアクローズにしないのか？
　　　　　　　　　　　　　　　子供が多いので開けっぱなしだと危ない。
　　　　　　　　　　　　　　　次回具体案を出す。
　　　　　　　いつまでに開催マニュアルを作るのか？
　　　　　　　　　　　　　　　4月最初の実行委員長迄に作り上げる。
　　　　　　　　　　　　　　　設営部と話し合い次回詰める。
3． 当日タイムスケジュールについて　川端実行委員長説明
　　　休憩について13:00～13:30が休憩みたいな感じになる。
　　　各選手は、各々休憩を取る。
　　　休憩について考える。
　　　　　昼休みを取るべきか？
　　　　　　１時間位あればいいのでは
　　　　　　遠方の人がいるのでスケジュールはあまり前後をいじら
　　　　　　ず中をどのようにするのか
　　　　　　大勢の方が来るので３０分は取るべきだ。
　　　　　　三鷹との調整をした方がいいのでは？
　　　　　飲食は、お金をもらうか？
　　　　　　基本もらわない
　　　　　　材料費くらいはもらってもいいか検討中。
　　　　　　アカデミーには出店してもらう。
　　　　　ごみ箱設置について
　　　　　　飲食ブースの所が混んだ場合も考えて
　　　　　　飲食の場所をはなすべき
4． 協賛金について　川端実行委員長説明
　　　　のぼり協賛金5,000円頂きたい。のぼりが63本あり、前年
　　　　の調布場所では、50本協賛があった。
　　　　パンフレットを作るので、広告協賛をしたい。
　　　　都大会と調布場所合同で協賛金を集めたい。
　　　　→のぼりはいいが、広告協賛は、無理ではないか？
　　　　3月理事会までに決めたい。
　　　　ポスター協賛を考えているが　調布場所と合同でやる。
　　　　都大会なので、他のLOMののぼりを出して協賛するべき
　　　　では？→のぼりを立てるだけで他のLOMから協賛金は、
　　　　　　　　頂かない
　　　　協賛金は、調布のみでしかできない。
　　　　OB以外からももらえないか
　　　　調布場所と合同で、企業は、パンフレットで協賛したい。
　　　　シニアも含めたリストを作り割り振る
5． 調布場所の特色について
　　　　調布らしさ
　　　　　調布飛行場から新島、神津島の子たちを呼び一緒に
　　　　　するのは？→港区委員会に相談する。
　　　　　調布JC40周年の歴史のパネルを作る。
　　　　基本ベースをしっかりするべきではないか。
　　　　東京オリンピックのマラソン折り返し地点なので
　　　　そこを考えてみては？
　　　　「一般市民を招きたい。アピールしたい。」
　　　　　　　　　　　　　↓
　　　　　　　出店だけでもいいのではないか？
　　　　　　　一般企業に出店してもらい人を呼ぶ
　　　　4月に調布場所の案内を全校に配布する。(約1万部)
　　　　しぼって何かアクションになるものをやるべき
　　　　スポーツの町調布打ち出すべきではないか？過去の歴史
　　　　をうちだす。
　　　　参加者にスポーツの街調布をアプローチする。一般者に
　　　　アピールする。
　　　　わんぱくサポーターとして、ボランティアに参加を
　　　　してもらい子供たちに興味を持ってもらい次回参加
　　　　してもらえるような形にすれば、底辺に広がる。
　　　　次回方向性を決める。
　
6． 今後のスケジュールについて
　　　　　　　予算についてねる。
7． その他　
　　　　　　　なし
１０報告事項
　　　なし
１１次回委員会開催日　　　3月16日(火)21：00より　場所　事務局2階
１２閉会宣言　　菅君
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
